
平成31年4月1日に農業委員会の改選がありました！
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新会長からのご挨拶

住民の皆様には、農業委員会活動において格別なるご協力を賜り、心より御礼申し上げます。

本年４月の農業委員会委員の改選にあたり、委員の皆様のご推薦により会長に選任されまし
た。新島村の農業を取り巻く様々な事情のなか、経験・知見豊富な歴代会長の後をお引け受け
することになり身の引き締まる思いでおります。微力ではございますが、委員の皆様と力を合
わせ、農業者の代表として尽力してまいる所存です。

４年前に改正された農業委員会法では、従来の農地法による許認可などの業務に加え、遊休
農地対策などの農地利用の最適化に関する活動が必須業務となりました。これに伴い、農地利
用最適化推進委員が新設され、新制度での体制が発足致しました。

議席番号 10（本村）

新島村農業委員 会長
石野 正幸

今期は新制度に移行して２期目となりますが、新島村の農業は依
然として、農業者の減少や高齢化、農業の生産額の減少、遊休農地
の増加などの諸問題を抱え、困難な状況にあります。

私たち農業委員会委員は、農業者の代表として適正な農政や農地
の利用促進に向け、決意も新たに積極的に活動をおこなってまいり
ます。

新島村の農業発展のため、住民・農業者・農協等関係団体の皆様
からのより一層のご支援ご協力を頂きながら、農業委員１０名、農
地利用最適化推進委員３名の合計１３名が一丸となって責務を果た
してまいりますので、今後とも宜しくお願い申し上げます。
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０
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②
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て
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Ｈ
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。
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収
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収
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収
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1
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【
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で
大
変
な
こ
と
】

台
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、
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に
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る
ネ
ッ
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の
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損

等
の
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修
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、
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。
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☆
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▲バックカルチャーシステム

▲これから熟すブルーベリー

★会長以外の委員の皆様は裏面にてご紹介しております。
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◆新しい農業委員会の委員紹介◆

議席番号 2

釜 裕⼦ 委員
（本村）

議席番号 1

綾 真吾 委員
（式根島）

議席番号 3

⼭下 ⽵夫 委員
（本村）

議席番号 6

植松 由美⼦ 委員
（若郷）

議席番号 9
岩永 和徳
職務代理
（本村）

農地利⽤最適化
推進委員

池村 達⼦ 委員
（式根島）

農地利⽤最適化
推進委員

前⽥ 亙 委員
（若郷）

議席番号 7

⼤沼 剛 委員
（本村）

議席番号 4

天野 律⼦ 委員
（若郷）

議席番号 8

北村 ⼀男 委員
（若郷）

農地利⽤最適化
推進委員

横⽥ 泰⼀ 委員
（本村）

議席番号 5

宮川 寅男 委員
（若郷）

任期：2019年4月1日～2022年3月31日

新規就農5年⽬。農業についてはま
だまだ未熟ですが、⽇々学びなが
ら皆様のご相談やご要望にお応え
できるよう頑張ります。

初めて農業委員となります。新島
の農業に貢献できるよう努めたい
と思いますので、よろしくお願い
いたします。

シルバーで働いている⼭下です。
未熟の私ですが農業に関する法律
を勉強し、⼀⽇も早く皆様のお役
に⽴てるよう頑張ります。

まだまだ勉強しなければならない
ことがたくさんありますが、でき
る限り頑張ります。よろしくお願
い致します。

今期で4期⽬の農業委員となります。
⿃獣害の検討委員も兼任し、両⾯か
ら農業振興を図れるよう努めますの
で、よろしくお願いいたします。

初めて農業委員会の委員となりまし
た。農協の職員として新島の農業に
関わっていきたいと思います。

新島村の農業の振興・発展に向け、
農業委員として3年間働きます。よ
ろしくお願いします。

農業委員を経て、今期は農地利⽤最
適化推進委員となりました。⾃分の
体⼒とも相談しつつ村の農業のため
に頑張ります。

漁業の合間に農業経営を⾏い、数年
が経ちます。2期⽬の農業委員とし
て頑張ります。よろしくお願いしま
す。

初めての農業委員会で農地利⽤最適
化推進委員となりました。有害⿃獣
の捕獲も含め、3年間頑張ります。

初めて農業委員会の委員となりまし
た。新島村の農業への関⼼を⾼めて
もらえるように頑張ります。

3期に亘り農業委員を務め、今期か
ら推進委員として2期⽬となります。
引き続き農業委員会活動の補助をし
ます。よろしくお願いします。
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告
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の
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策
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鹿
は
、
都
道
、
村
道
、

農
道
そ
し
て
林
道
、
そ

れ
ら
の
道
に
挟
ま
れ
た

地
域
に
生
息
し
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
道
の
側

で
は
な
い
場
所
に
も
罠

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

現
在
は
、
宮
塚
山
の

奥
、
渡
浮
根
、
そ
し
て

新
島
山
に
罠
を
設
置
し

て
お
り
ま
す
が
、
新
た

に
テ
レ
ビ
塔
南
側
と
丹

後
山
西
側
に
罠
を
仕
掛

け
ま
し
た
。

鹿
は
ま
だ
ま
だ
い
ま

す
。
捕
獲
隊
は
、
「
生

息
数
ゼ
ロ
」
を
目
標
と

し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す

の
で
、
情
報
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ご
連
絡
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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進
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田

亙
）

▲草がなくなっている山道。
糞尿・食害被害等が要因。

山
で
は
、
鹿
の
食
害

や
排
泄
害
に
よ
り
、
木

の
根
元
に
あ
る
草
が
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
昔
、

雨
水
等
を
止
め
て
い
た

草
が
無
く
な
り
、
水
は

山
の
下
へ
と
流
れ
て
し

ま
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。宮

塚
山
へ
の
若
郷
か

ら
の
登
り
口
は
、
立
石

付
近
ま
で
地
面
が
見
え

た
ま
ま
の
た
め
、
雨
水

は
少
し
ず
つ
地
表
を
削

り
な
が
ら
流
れ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

草
々
が
少
な
く
な
っ

た
要
因
の
一
つ
で
あ
る

鹿
は
、
昨
年
度
、
道
の

そ
ば
に
設
置
し
た
罠
に

よ
り
、
約
３
０
０
頭
捕

獲
し
ま
し
た
。


